


ロケハンおよび種まきTime table PLAMTAGO

A：堅果（スダジイ/アラカシ/ヤブツバキ etc） 

※ 但しコナラは虫出し後すぐにポットまき コナラは
15cmポットにまく

B：果肉付きのもので種の比較的大きいもの（シロダモ/ムクノキ etc）

C：果肉付きのもので種の小さいもの（サカキ/エノキ etc）

10:00 12:0011:50

ロケハン及び種採り
（採取地、種子名、日付けを

油性ペンでネームプレートに明記し
袋の中へ入れる）

村櫛へ戻る 採取した種を
水に浸して

昼食

13:00 16:00 17:00

・先週水に浸した果肉付きの種(B,C)の果肉をとり、
　採取地、種類ごとにB'はパックして保存。C'はポットまき

・養土づくり・アゼターフの剪定・状況によってはロケハン続行

・前年度生産苗の鉢あげ

お昼に水に浸しておいた
Aを水から取り出し,採取地、
種類ごとにパックして保存

終了

<晴れの場合>

<雨の場合>

水に浸して虫出しをする ビニール袋に水分を含ませた
アクアソイル(AS)と種を入れて保存

A S

造成後、敷地内へ直播き

1～２週間水に浸して果肉を腐らせる

1～２週間後

夕方昼

1～２週間後

腐った果肉を網に入れて
こそぎ落とす

ビニール袋に水分を含ませた
アクアソイル(AS)と

果肉を取った種(B')を入れて保存

造成後、敷地内へ直播き

苗を敷地へ植える

A S

1～２週間水に浸して果肉を腐らせる 腐った果肉を網に入れて
こそぎ落とす

果肉を取った種(C')を
養土を入れたポットにまく

舘山寺
スダジイ

2002.10.23 採取場所
種子名
DATE

　（トレーごとに袋に入っているネームプレートをさしておく）



■まとめ
今回は今年度初の種採りロケハンということで、広域で種の様子をみることに重点を置いてのロケハンとな
りました。夏の天候不順の影響なのか、コナラ、エノキ等の落葉樹はほとんど結実していませんでした。し
かしコナラは森を構成する主要な樹種であるので、次週は2班に別れて、半分は今回把握した採り頃の種子
採取、もう半分はさらに内陸部(寺野)へのロケハンをし、なんとかコナラ、エノキの種を採取したいと考え
ます。寺野では、伊藤さんにコナラの自生地を聞くなどできるので、確実に情報が得られると同時に、夏に
できなかった水生植物のロケハンや、その他山の植物の種採りもできるでしょう。

船で礫島を目指す

アケビのために道具を作成
俄然張り切っちゃう！

どんぐりP初の種類を発見

舘山寺で種の採取

（PAMTAGO 小田部）

■10/23（木）ロケハン

　・ロケハン隊と現場組（鉢の移動・アゼターフの剪定）に分かれて作業
　　
　　＜ロケハン隊の活動＞
　・須賀神社にて
　　　　シロダモ/ムク/サカキを採取。サカキは11月上旬から中旬が採り頃
　・津嶋神社にて
　　　　ムクノキを採取。先週あたりから採り頃。まだ木にはたくさん実がつ
　　　　いているので来週も採取できる。
　・曽許乃御立神社
　　　　コジイ/スダジイを採取。カラタネオガタマ/サカキ/ムクノキは11月
　　　　上旬から中旬に採り頃。エノキ/ミミズバイは結実していなかった。

　昼食のため村櫛の現場事務所に集合。午後は田瀬も加わり全員でロケハン。

　・舘山寺にて
　　　　ウラジロノキ/スダジイ/ヤブツバキを採取。アラカシ/スダジイ/カク
　　　　レミノ/ヒサカキ/ヤブツバキ/シャシャンボ/モチノキ/イヌザンショ
　　　　ウは次回も採取、シャシャンボ/イヌザンショウ/ヤマザクラ
             /ツツジ.sp/フジ.sp/ネズミモチは様子をチェック。コナラ/モチノキは
　　　　結実していなかった。また、駐車場側の斜面にはヤブニッケイの大木
　　　（およそ15m）があった。これほどの大木は珍しい。今年は結実してい
　　　　なかったが来秋はぜひ種を採取したい。

→ウラジロノキは昨年度から初めての種類。落葉で、また種を鳥が食　　　　
　べた痕跡もあり、たまごにとっても貴重な種である。　
　スダジイ採取現場で紫色のキノコ？を発見。微妙な触り心地が気味悪がられ
　る。舘山寺は吹きさらしのため風が強くてとても寒かった。あまりの寒さに
　全員動きが鈍るので、次回からは冬支度が必要。
　
　・宿廬寺にて
　　　　スダジイを採取。次回はスダジイの他、コジイ/クスの採取。
　　　　また、付近の中学校のそばではエノキの大木が2本あった。次回は結実
　　　　しいるかチェックしたい。
　・養護学校裏にて
　　　　ヤマハゼ/ムラサキシキブを採取。アカガシ/シロダモは次回採取
　　　　ここでもコナラは結実していなかった。また、養護学校への入り口の
　　　　向かいの斜面にシロダモがあり、次回は採取したい。
　・庄和町公民館付近にて
　　　　ヤブツバキを採取。シロダモ11月上旬。クス/エノキは結実している様
　　　　子がない。
　・アカメヤナギ採取場向かいの道路際
　　　　イヌビワ/シロダモは11月上旬。エノキは結実していなかった。
　・アカメヤナギ採取場奥にて
　　　　ゴンズイ/アケビ/テイカカズラを採取。
　　　　ここでもコナラは結実していなかった。
　　　　ムラサキシキブは次週採取。シロダモは11月上旬。

→アケビやゴンズイ等高い位置の種とりのために刈り取られた竹を使って道具
　づくり。個性豊かな道具が飛び出した。杉山さんの道具はなかなか優秀。押
　田さん遅れての大量採取には気づいてもらえず。坂田さんの道具はアケビに
　専念。食べ物への執心は倉田さん化の印？

■次週準備するもの
ビニール袋／サインペン（油性）／園芸用ネームプレート：トレイでの表示にも転用できるもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（採取地、種子名、日付けを記入）


